
2. 本会議の課題認識等のアンケート結果と意見交換
今回のアンケート結果から、各自治体における道路メンテナンスの

　取組は着実に進んでいる一方で、依然として 予算不足・人材不足・
　協議の長期化 が大きな課題であることが明らかになりました。

 三巡目点検では、点検費用の高騰や簡素化の要望、新技術導入への
　期待と課題 が挙げられています。また、広報活動については一部で
　取り組みが見られるものの全体的には限定的で、今後の工夫や国・
　整備局からの支援が期待されています。

　令和7年9月24日（水）、大手前合同庁舎にて第26回大阪府道路メンテナンス会議を
開催しました。出席者は 計76名（対面30名、WEB46名） で、議事次第に沿って
進行しました。
1. 報告・連絡事項

令和6年度点検結果速報（府内全体）
　　橋梁：健全度Ⅰ・Ⅱが約 96.5%、Ⅲ・Ⅳが約 3.5%、トンネル：健全度Ⅰ・Ⅱが 100%、  
　Ⅲ・Ⅳが 0%,、道路附属物：健全度Ⅰ・Ⅱが約 92.9%、Ⅲ・Ⅳが約 7.1%

活動報告・計画
　【R6報告】年1回道路メンテ会議、新技術デモ、大阪大学見学会、鉄道連絡会開催
　【R7計画】地下占用物会議（2回済み）、未来の担い手実習P（済み）、道路メンテ
　　会議（本日）、鉄道連絡会・跨道施設連絡会・新技術デモ2.0（予定）

大阪府道路メンテナンス会議（第26回）開催報告大阪府道路メンテナンス会議（第26回）開催報告
開催日時： 令和7年9月24日（水） 14時00分～
開催場所： 大手前合同庁舎5階共用会議室
（住所：大阪市中央区大手前3丁目1番41号）
開催方法： 対面（WEB併用）

3. 特別講演（大阪大学大学院 貝戸教授）
テーマ：「インフラマネジメントのための統計的劣化予測」
主なポイント：点検結果を統計的に分析し、劣化進行の予測や点検合理化の可能性を提示。

　健全施設の点検簡素化や、限られた予算・人材を重点的に投入すべき施設の抽出に有効。将来
　の「効率的で持続可能なメンテナンス戦略」構築に資する手法として早期社会実装を目指す。


